
事務事業評価シート

①
②
③

臨時職員人件費 ④
⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

適切 最終評価確認者： 高齢障がい支援室長　古田 秀樹

⑤
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総合判定
　強度行動障害者介助等補助金においては、安定した事業所の運営及び障がい者の自立支援につながった。

Ａ
順調に進んだ

　強度行動障害者と判定される対象者は非常に少ないが、今後対象者が増えた場合、対象事業所が現在1ヶ所しかなく、不足が考えられ

　対象者が増加した場合に備え、当事業の実施事業所を増加について、関係機関と検討していく。

事業目的の妥当性： 適切 有効性：

総人件費 4,219
総コスト 514,708

一般財源 134,576 131,731
再
掲

翌年度への繰越額

前年度からの繰越額

⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額 0

国庫支出金 256,493 252,505 所要人員 0.57

人
件
費

総人件費 4,219
事業費 519,315 510,489 一般職員人件費 4,219
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年度計画 年度実績
強度行動障害者介助等補助金【30,800円】

臨時雇賃金（3名）【4,565,708円】、手数料（三重県国民健康保険
団体連合会）【783,162円】

事
業
費

計画額 予算額 決算額

県支出金 128,246 126,253

平均給与額×③

その他 受益者負担率 0.0%

②

実績値 100 100 100
単位 ％ ％ ％

成
果

①

名称 強度行動障害者介助等補助金交付確定率 計画値

補足

ヶ所

補足
実績値 1 1 1
単位 回 回

名称 広報周知回数 計画値

回

③
指
標

２４ 年度 ２５ 年度 ２６ 年度

活
動

①

名称 強度行動障害者介助等補助金交付対象事業所 計画値

補足
実績値 1 1 1
単位 ヶ所 ヶ所

基本施策 05:障がい者の社会参加の促進 款 民生費
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目
的
・
概
要

対象 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第5条第1項に規定する障害福祉サービス事業又は亀山市障害者地域活動支援事業実施要綱第3条に規定する事業を行う事業者

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第5条第1項に規定する障害福祉サービス事業又は亀山市障害
者地域活動支援事業実施要綱第3条に規定する事業を行う事業者が強度行動障害者の介助等のために要する人件費の一部を補
助することにより、当該事業者の安定的な運営を支援し、もって地域における障害者の自立生活を支援すること。
【法定事業】
「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に基づき、補装具、介護給付費及び訓練等給付費等、高額障
害福祉サービス費、自立支援医療費、療養介護医療費の給付を行っている。

Ｈ26(標準事業)

①
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事業コード 事業名 部名 健康福祉部

03112-1 自立支援事業（障がい者支援事業） 室名 高齢障がい支援室

施策の方向 01:障がい者の自立支援 項 社会福祉費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 障がい者福祉費

施
策
体
系

基本施策の大綱 04:生きがいを持てる福祉の展開 財
務
科
目

会計 一般会計


